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I N F O R M AT I O N  F R O M  P O P O L A  K A S U K A B E

ぽぽらだより
P O P O L A 「ぽぽらだより」は、春日部市市民活動センター（ぽぽら春日部）が発行

するまちづくりや市民活動を広めるためのフリーペーパー（広報誌）です。
ぽぽら春日部は、まちの課題に取り組み、市民の暮らしに新たな価値を
生む公益的な活動を応援する施設です。地域のための活動をしている人、
何かを始めたい人がつながっていく場所でもあります。皆さんのご利用
をお待ちしています。

TAKE FREE
ご自由にお取りください

モヤモヤを、ワクワクに。

本誌に関するご質問・お問い合わせはこちらから 048-731-3550 popola@kasukabehall.jp
場所：有限会社水野製作所（撮影協力：粕壁写真クラブ）
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特集取材 !
伝統産業を活かすまちづくり
男のセカンドライフ大学校 出張講座

イベント記事も盛り沢山！
　ぽぽらフェスティバル 2024 ／ぽぽらで遊ぼう
　スマホ講座／スナックリヤカーゴ etc



T O P I C S T O P I C S

イベント

交流

イベント こども・子育て コミュニティ

協働交流 協働

屋外スペースを活用した賑わいづくりの実証実験夏休み特別協働企画「ぽぽらで遊ぼう！」
『 スナック リヤカーゴ 』が限定オープン！登録団体が協力して親子を笑顔に^_^

ホウコクホウコク ＮＰＯ法人 春日部地域資源振興会

伝統産業を活かすまちづくり

ＮＰＯ法人春日部地域資源振興会
【連絡先】
https://www.kasukabechiikishigen.com

〈取材、記事〉
運営パートナー　鹿沼 英雄さん

セミナー

IT 活用

総務省デジタル活用支援講座 やどり木 SPU binders 「スマホサロン ～スマホ何でも相談室～ 」
「スマートフォンを使いこなそう！」開催 満員御礼！大学生のスマホサロン

ホウコク

デジタル社会への移行が官民問わず積極的に進められているなかで、地域での活動にもデジタル機器
やインターネットサービス・アプリなどを活用する団体が少しずつ増えてきました。ぽぽら春日部
では、スマートフォンをはじめ市民活動への IT 活用を積極的に応援していきます。

　9月 4日（水）11 日（水）18 日（水）に、三週連続企画
として「スマホ講座」を実施しました。
　各回とも前半を基礎講座、後半を応用講座とし、スマホ
の初歩的な使い方から応用的な活用方法を学びました。応
用講座では、救急受診アプリやハザードマップの使い方の
話もあり日常生活にも密着した実践的な内容となりました。
　「基礎から親切に教
えて頂けてとても良
かった」等、参加者
から感謝のコメント
を多く頂き、とても
盛況な講座となりま
した。

　5月に多くの参加者から好評を得た「教えて！スマホ」の第 2弾
企画として、10 月 6日（日）にスマホサロンを開催しました。
　QR コードの使い方やアプリの使い方、写真の撮り方等、参加者
からの様々な相談に対して埼玉県立大学の学生 8名が丁寧にやさ
しく対応してくれました。サロンから聴こえてくる参加者とその
孫のような学生たちとの雑
談は、笑い声に溢れていて、
地域活性化につながる一歩
かもしれないと感じました。
　第 3弾の「スマホ相談会」
をぽぽらフェスティバルの
中で開催します。お気軽に
ご参加ください。

「男のセカンドライフ大学校」でぽぽら春日部が出張講座
武里団地校で「市民活動講座」を開催！
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　2021 年 2月に設立された「NPO
法人 春日部地域資源振興会」は、
春日部の地域資源を活用した伝統工
芸産業の活性化を目的に活動してい
る団体だ。構成メンバーは桐箪笥や
押絵羽子板、大凧焼き等、春日部地
場の伝統工芸の発展に寄与する工場
や商店が中心となっている。
　団体が主催する「押絵羽子板づく

り教室」は地域の伝統産業を知って
もらうための取り組みで、子どもた
ちにも人気の教室だ。10 人募集で
始めたところすぐに定員となってし
まったため、現在は20人定員となっ
ている。代表理事で桐箪笥の製造を
生業としている飯島勤さんは「私の
工場では 20年以上前から毎年小学
生の見学を受け入れている。丁寧な

職人さんの仕事ぶりを見れば郷土愛
も増すことでしょう」と話す。
　焼却処分していた桐端材を桐炭と
して再利用する循環型社会への取り
組みも始めており、昨年のぽぽら
フェスティバルでは桐炭サンプルを
景品として無償で提供。SDGs への
貢献も視野に活動を広げている。
　今後は助成事業を通じた資金調達
をはじめ、他の分野での仲間づくり、
アイデアを生かした新商品の開発等
を考えており、持続可能な伝統産業
への貢献が期待されている。

　8月 3日（土）の夕暮れ時に、ふれあいキューブの線路側にある屋
外スペースで「スナック リヤカーゴ」が期間限定でオープン。

　小渕で KIKI STAND 古家リノベカフェを運営する宮本貴代さんの協
力のもと、提灯やイルミネーションに彩られた昭和レトロな憩いの場
が出現しました。「リヤカーゴ」とはちょっとおしゃれな組み立て式
ワゴンのことで、当日は通行人や車で行き交う人たちの注目を集めて
いました。事前の SNS 発信も手伝って、立ち寄った人たちが購入し
たドリンクを片手に語らう場面もあり、コミュニティづくりの可能性
が広がる取り組みになりました。12 月に開催するぽぽらフェスティ
バルにも複数台のリヤカーゴが出店し、フード販売やワークショップ
等を行う予定です。
　ぽぽら春日部では、施設の有効活用を模索しつつ、まちの賑わいづ
くりや小さなチャレンジを応援する場づくりに取り組んでいきます。

　育児のモヤモヤをひと時でもワクワクに変えたい。8 月 3 日（土）　
「ぽぽらであそぼう」を合言葉に、複数の登録団体と子供向けの体験
型イベント・ワークショップを開催しました！
　バルーンアート / バスボム / パステルアート / 紙コップアート / 折
り紙 / 卓上カーリングと盛りだくさんな体験メニューで、参加した親
子が自由な発想で楽しい時間を共有していました。そこにはこども達
の笑顔と笑い声が絶えず、親もまたその子供たちにつられ笑顔の輪が
広がった１日でした。
「とても内容が充実していて子供たちも集中できて楽しめました。」と
参加者からのうれしい声も。今後も継続的な開催を検討しています。
今回ご協力いただいた団体の皆様、本当にありがとうございました。

〈ご協力いただいた団体〉
●灯り（1983）　●春日部こどもライブフェスタ実行委員会　
●春日部おやこ劇場　●カーレット春日部

　8月 13 日（火）に武里団地中央
集会所で開催された「男のセカンド
ライフ大学校武里団地校」で、ぽぽ
ら春日部の職員が市民活動について
話をしてきました。「広報かすかべ」
に市民活動が大きく取り上げられ、
関心を持ってもらったことがきっか
けです。
　この学校はいきがい活動や社会
貢献活動をテーマに毎月 1回開催。
武里団地やその周辺に住むシニア男
性が、今後の生き方や地域を考え、

支える側にもなることを目的に活動
しています。2019 年からスタート
し、毎回 20名の方々が参加。事務
局の第 6地域包括支援センターと
ともに運営しています。　
　当日は「おもちゃの病院」代表の
大滝敞さんにもご自身の活動を紹介
してもらいました。定年後に無料の
おもちゃ修理の活動を始め、現在で
は市内4ヶ所で開催。「ありがとう」
の一言がなによりもうれしく原動力
になるそうです。

　後半は「困りごと」と「やってみ
たい地域活動」についてグループで
話し合いました。「自宅のある団地
の上り下りが大変」という意見が複
数あった一方で、「この学校（のよ
うな地域活動）に参加すること自体
が外に出るきっかけとなっている」
という前向きな意見もありました。
　参加者の吉沢秀敏さんらは武里団
地を楽しく歩けて健康づくりにもな
る制作中のマップを紹介。今年度中
に完成する予定です。お楽しみに。



春日部市市民活動センター（ぽぽら春日部）
年中無休（年末年始を除く）　9:00 ～ 21:30

〒 344-8578　埼玉県春日部市南 1-1-7 ふれあいキューブ 4階

※当施設の会議室を利用するには、「団体登録」が必要となります。詳しくはHPをご覧い
ただくか、上記窓口にお問合わせください。
※交流・ミーティングスペース、キッズスペースなどは、団体登録なしにどなたでも
　ご自由にご利用いただけます。

※東武スカイツリーライン /アーバンパークライン「春日部駅」下車。西口徒歩 5分。
※駐車場（有料）は数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

イベント・セミナーのお申し込み・お問い合わせはこちらから

　048-731-3550　　　　popola@kasukabehall.jp

HP

新規登録団体情報
オシラセ

　新規に登録された団体さんをご紹介し
ます。センターには多くの市民活動団体
が登録されています。団体同士の交流や
マッチングを希望される方はいつでもセ
ンター窓口にお問い合わせください。

●やどり木 SPU binders　●埼玉キッズマネースクールエンジョイ校
●春日部西口商店会　●埼玉県スポーツプログラマー協議会（順不同）

活動内容は
こちらから

セミナー

IT 活用

市民活動講座
地域デビューの体験談を参考にホウコク

　7月 14 日（日）に埼玉県の協力の
もと、市民活動講座「人生 100 年時
代 地域活動のススメ」を開催。
　春日部市ふれあい大学校友会旅行ク
ラブの関根信一さんとおもちゃの病院
の大滝敞さんが地域デビューの体験談
を話してくださりました。

月間イベントのご紹介

春日部市の特産品
「押絵羽子板」のも
のづくり体験！
先着 20 名

ＮＰＯ法人
春日部地域資源
振興会

経営革新塾
しよう会

ＮＰＯ法人
子ども支援地域
プラットフォーム

「認知症との向き合
い方」がテーマの、
柴田智恵子さんの講
演会

「発達障害のある子
どもへの支援」につ
いての坂本州子さん
の講演会

ぽぽら春日部では、団体の公益活動を市民の皆さまに届けるお手伝いをしています。
会議室の無料利用や広報支援などの特典を利用して活動を広げていきましょう！

『ぽぽらフェスティバル2024』開催間近！
実行委員会でも着々と準備を進めています！オシラセ

※リヤカーゴイメージ

　春日部市の市民活動の祭典「ぽぽらフェスティバル」が、12/7（土）と
12/8（日）の 2日間にわたって開催されます。
　今年は過去最大の 56 の市民団体が参加。10/24 に開催された第 7回実行
委員会には、春日部市保健センターやふれあいキューブの運営事務局も参加
し、スタンプラリーの実施方法やチラシ・のぼり旗の制作等について意見を
交わしました。今年はイベントをさらに賑やかにするために移動式屋台「リ
ヤカーゴ」でちょっとした飲食も提供予定。11/30（土）に行われるプレイ
ベント（ララガーデン春日部 1F イベントステージ 11:30 開始）を皮切りに
参加者皆でフェスティバルを盛り上げていきましょう！


